





































Matrix structure of Multi-process model of Mind.



















































































システム４ 超個意識 超個 慈悲の実践 感覚変容 物体記憶 宇宙意識化 超常的行動 統合失調症
システム３ 超覚醒 自極 慈悲 メタ認知 記憶の解除 自己超越 観照 解離性障害
システム２ 中心意識 自我 感情 認知 顕在記憶 意欲・要求 精査行動 神経症・統合失調症
システム１ 周辺意識 主体 情動 知覚 潜在記憶 動機・欲求 学習行動 認知障害
システム０ 睡眠・覚醒 個体 情動 感覚 免疫記憶 動因 生理反応 身体疾患














































































































である W. James（1920, 舛田訳 1970）は，「個人を超越する霊的な力」（システム４）の可
能性を示唆している。


























































が，覚醒中の意識状態とは異なる S0 と S2 の作動の組合せ状態といえる。
　　S3：S2 の思考を停止，あるいはそれを対象化した状態。選択的注意を解除した，非選択
的集中という特殊状態でもある。S1・S2 の習慣的意識状態の離脱であり，意識清明の状態








　　ところで，スピリチュアルな言説で使用される「変性意識状態」（altered state of 
consciousness）という表現は，意識／非意識の二元論的用語であり，字義的には S2 以外の
































































































調症的症状が該当する。また S1 の作動が強すぎて S2 が作動しにくい状態（もともと作動
機序として S1 が S2 に優先する）として注意欠陥障害があてはまる。
　　S3：本来作動負荷が高い S3 だが，意図せずに病理的な作動をする場合がある。たとえば
統合失調症における「自明性の喪失」（Blankenburg, 1971 木村他訳 1978）は強制的なエポケー
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